第4回長もちの科学シンポジウム
実行委員会　西村寛之
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～開　催　趣　旨～
私たちが美術館で観る美術工芸品は、なぜ時代を超えて長い期間人々に愛され続けているのでしょうか。美術工芸品は色彩やデザインに優れて、観る人に感動を与えるコンセプトや暗黙知が内在しており、私たちは無意識にその価値を評価しています。長く価値を持ち続ける本質は何なのか解き明かしたいものです。さらに、どんな文化財が長く保存されて残ってきたのでしょうか。実際に劣化しないように、どのような環境に適合した方法で保存されてきたのかも知りたいところです。
一方、私たちの身の周りにある工業製品も大事に長期間使用していくことは、環境配慮の観点から今後ますます重要になってきています。製品のライフサイクルを延ばし、長もちさせることはＣＯ２排出削減に非常に有効であり、製品の環境配慮設計が求められています。製品は製造後徐々に劣化し、いずれ寿命を迎えます。その期間、安全で安心して使用するためには、製品、部品の構成する材料の劣化のメカニズムを把握して、信頼性高く寿命を推定する技術が必要になります。
京都工芸繊維大学では、樹脂複合材料、樹脂成形品、ゴム材料等の工業製品全般を研究対象にして、各種使用環境下における長期劣化機構を解明するとともに、促進試験方法を確立し、促進試験方法をJIS規格等に盛り込むためのデータ蓄積を図ることを目的とした研究開発組織「長もちの科学研究センター」が2010年8月に発足いたしました。「長もち」を、ひとつのキーワードにして、研究者たちが集い、研究成果を披露し、そして討論するために、講演会として「長もちの研究会」を１回／2か月開催してまいりました。また、研究発表会として「長もちの科学シンポジウム」を１回／年開催してまいりました。今回も、下記の要領でシンポジウムを開催いたします。お気軽に研究発表、話題提供、参加をお願いいたします。

記

日　　時　：　2013年3月15日（金）PM－16日（土）AM
場　　所　：　京都工芸繊維大学　京丹後キャンパス

募集発表　：１）研究発表　長もちの科学に関するすべての研究
２）話題提供　長もちの科学に関する最近の研究動向、意見

○申し込みは、以下の実行委員会まで、
タイトル、発表者、連名者、所属、連絡先、発表種別、発表内容要旨（100字程度）を2月15日までにお送りください。
○プログラム公開は、2月20日頃を予定しております。
○発表の際に使う資料は、別紙前刷り執筆要綱に則り、お書きください。

ページ数は2ページか４ページとします。

お書きになった前刷りを前々日までにお送りください。コピーをして配布いたします。
参加費　：　一般10,000円、学生5,000円

宿泊費　：　2,000円（シーツ代、朝食代等）京丹後キャンパスに宿泊設備があります。

○参加申し込み期限　：　2013年3月8日
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　　　　長もちの科学シンポジウム実行委員会
　　　　〒606-8585

　　　 京都市左京区松ヶ崎御所海道町
京都工芸繊維大学　大学院工芸科学研究科　先端ファイブロ科学部門　
　　　　　　　西村寛之　宛　　E-mail:hnishimu@kit.ac.jp

以　上　
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（京丹後キャンパス）

　　　　
所在地　：京都府京丹後市網野町網野３０３８番地の１
                  TEL　：０５０－３５２７－６２７６
アクセス：京都駅からＫＴＲ北近畿タンゴ鉄道「網野」駅下車、徒歩1.8㎞
丹後天橋立大江山国定公園
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